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４
４

２
１
６
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７
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(注）行政科試験合格者及び筆記試験免除者の数は，全体の出願者数の中にに 含まれているが， 年齢層別の出願者の中には含まれていない。

年度

全 体

出願者
数

合格者
数
合格者の
平均年齢

合格率

24歳以下 一一

出願者
数

全出願者中
の割合

合格者
数
合格率 全合格

の割合

－

者中

43 17,727 525 26． 91 3． 0％ 5,768 32． 5％ 201 3． 5％
－

38． 3％

44 18,453 501 27． 15 2． 7％ 5,984 32． 4％ 194 3． 2％
－

38. 1%

45 20,160 507 26． 60 2． 5％ 7,055 35. 0% 207 2． 9％ 40． 8蹄

46 22,336 533 26． 35 2． 4％ 8,252 36． 9％ 246 3． 0％ 46． 1％

47 23,425 537 26． 76 2． 3％ 7,795 33. 3％ 185 2． 4％

－－

34． 5％

48 25,339 537 26． 1 1 2． 1％ 8,269 32． 6％ 209 2． 5％ 38． 9％

49 26,708 491 26． 71 1 ● 8％ 8,559 32． 0％ 143 1． 7％ 29. 1%

50 27,791 472 26． 75 1. 7% 8,517 30． 6％ 150 1． 8％ 31． 8％

51 29,088 465 26． 81 1. 6％ 8,966 30． 8％ 142 1． 6％

－－

30． 5％

52 29,214 465 27． 74 1． 6％ 8,473 29． 0％ 106 1． 3％ 22． 8％リ

53 29,390 485 27． 76 1． 7％ 8,317 28． 3％ 114 1． 4％ 23．5％

54 28,622 503 27． 98 1． 8％ 7,970 27． 8％ 110 1． 4％ 21． 9％

55 28,656 486 28． 07 1. 7% 7,720 27． 0％ 113 1． 5％ 23．3％

56 27,816 446 27． 94 1． 6％ 7,231 26． 0％ 93 1. 3% 20． 9％

57 26,317 457 28． 05 1． 7％
◆
6,976 26． 5％ 92 1． 3％ 20． 1％

58 25,138 448 27． 89 1． 8％ 6,805 27． 1％ 90 1． 3％ 20． 1％

59 23,956 453 27． 72 1． 9％ 6,762 28． 2％ 113 1． 7％ 24． 〈9％
、

60 23,855 486 28． 39 2． 0% 6,721 28． 2％ 97 1． 4％ 20． 0％
１
１

61 23,904 486 27． 79 2． 0％ 6,687 28． 0％ 1 14 1． 7％

’
。
．
Ｉ

23． 5％

62 24,690 489 28． 3．0 2． 0％ 7,219 29． 2％ 94 1． 3％ 19． 2％

63 23,352 512 28． 44 2． 2％ 6,791 29. 1% 106 1. 6% 20． 7％

元年 23,202 506 2~8． 91 2． 2％ 6,863 29．6％ 83 1． 2％ 16． 4％
９
三

2年 22,900 499 28． 65 2． 2％ 6,672 29． 1％ 107 1. 6% 21． 4%

30歳以・上

願者
数

全出願者中
の割合

合格者
数
合格率 全合格者中

の割合
出願者
数

全出願者中
の割合

合格者
数
合格率 全合格者中

の割合

29.1％ 199 3． 9％ 37． 9％ 6,709 37 ●
。
8％ 125 1． 9％ 23． 8％

30． 1％ 189 3． 4％
■ ‐ 37． 7％ 6,759 36． 6％ 118 1． 7％ 23． 6％

5,967 29． 6％ 202 3． 4％ 39． 8％ 7,041 34． 9％ 98 1． 4％ 19． 3%

29． 2％ 185 2． 8％ 34． 7％ 7,483 33． 5％ 102 1． 4％

I

19. 1%

33． 2％ 249 3 2％ 46. 4％ 7,719 33． 0％ 103 L3% 19． 2%
グ ー

35． 5％ 247 2． 7％ 46． 0％ 7,994 31． 5% 81 1． 0% 15． 1％

37． 1％ 257 2． 6％ 52． 3％ 8,141 30． 5％ 91 1． 1％ 18. 5%

38． 7％ 237 2． 2％ 50． 2％ 8,424 30． 3％ 85 1． 0％ 18. 0%

38、 6％ 249 2． 2％ 53． 5％ 8,837 30． 4％ 74 0． 8％ 15． 9％《
君
ｐ

勃
興
．
や
｝
■

似
八
１
Ｍ
い
い
■
且
■

10,954 37． 5％ 231 2． 1％ 49． 7％ 9,712 33． 2％ 128 1. 3% 27． 5％
I10,201 34． 7％ 217 2． 1％ 44． 7％ 10,787 36． 7％ 154 1． 4％ 31．

33． 4％ 229 2． 4％ 45． 5％ 10,992 38. 4％ 164 1． 5％ 32． 6％

32． 0％ 216 2． 5％ 44． 4％ 11,701 40． 9％ 157 1． 3％ 32． 3％

31． 2％ 216 2． 5％ 48．． 4％ 11,788 42． 4％ 137 1． 2％ 30． 7％

29． 6％ 216 2 ● 8％ 47． 2％ 11,442 43． 5％ 149 1． 3％ 32． 6％

28． 7％ 233 3． 2％ 52． 0％ 11,051 44． 0％ 125 1． 1％ 27． 9％

27． 7％ 217 3． 3％ 47． 9％ 10,507 43． 9％ 123 1． 2％ 27． 2％

26． 9％ 227 3. 5％ 46． 7％ 10,662 44． 7％ 162 1. 5% 33. 3％

26． 5％ 226 3． 6％ 46． 5％ 10,842 45． 4％ 146 1． 3％ 30． 0%
26． 4％ 219 3． 4％ 44．8％ 10,874 44． 0％ 176 1. 6% 36． 0%

26． 8％ 223 3． 6％ 43． 6％ 10,227 43． 8％ 183 1． 8％ 35． 7％
27． 4％ 243 3． 8％ 48． 0％ 9,923 42． 8％ 180 1. 8% 35． 6％

27． 7％ 218 3． 4％ 43． 7％ 9,826 42． 9％ 174 1. 8% 34． 9％
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0
"|rnl似|mll"1羽1901羽 顔8里217G6 l肥 215611m676回以上 lal l翅la8 配 劃.0 11644 m91冊 釦5 116

537537533507501496459 525380計 508345 537Ａ
ロ 319 526 554

3． 934． 043． 683． 984． 213． 884． 194． 053． 78 4． 12 3． 89平均回数 3． 60 3． 843． ．47 3．81
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昭和51年度以降は，その年の司法研修所入所者についてのデータである。

昭和51 ． 52．53年度の調査は，その年司法研修所に入所した者の10

昭和54 ． 55年度のデータはない。

平成元年度，同2年度の調査は，昭和59年度以前の合格者及び不明者を除
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192 船 21.2 97 194 79 164 1鯛 21.5
弱 n4 開 185 75 150

岨3 踊 51.9 Z7 m7 皿 4aO 四1 482
214 4a4 216 429 別7 413

凪7 218 481 理1 493 配1 乳0 別8 51.8
279 弱6 班7 呪1 剛 凪7

453 448 483 479 493 503
501

5． 83 5． 82 6． 32 5． 88 661 6． 52 6. 66
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(注） 昭和55， 58， 62年度及び平成元年度司法試験合格者で， それぞれその翌年度に

司法研修所に入所した者に対するアンケート調査による。

－

昭和55年度 昭和58年度 昭和62年度 平成元年度

有 職 者 175人 1 18人 85人 124人

無 職 者 205人 213人 309人 300人

在学生 ． 大学院生 79人 99人 81人 62人

計 459人 430人 475人
* ｡

486人

全 合 格 者 486人 448人 489人 506人

昭和55年度

｡

●

昭和58年度 昭和62年度 平成元年度

無 職 率

在学生･大学院生を除いた無職率

◆

44． 7％

53． 9％

49． 5％

64． 4％

65． 1%

78． 4％

61． 7%

70． 8%

昭和55年度

人員 割合

昭和58年度

人員 割合
｡

昭和62年度

人員 割合

平成
一

ﾌ面 年度

人員 割合

1年未満 34人 16．6% 27人 12.7% 36人 ◆
■ 11.7% 27人 9.0％

1年以上～2年未満 35人 17.1% 36人 16.9% 37人 12.0% 35人 11.7%

ノj,計2年未満 69人 33.7％ 63人 29.6％ 73人 23.6％ 62人 20.7％

2年以上～3年未満 27人 13.2M 38人 17.8％ 55人 17.8% 40人 13．3%

3年以上～4年未満 27人 13.2% 31人 14.6％ 43人 13.9% 57人 19.0%

4年以上～5年未満 27人 13.2% 22人 10.3% 37人 12．0% 33人 11.0%

小計2年以上～5年未満 81人 39.5％ 91人 42.7％ 135人 43.7％ 130人 43.3％

5年以上～6年未満 14人 6.8％ 21人 9.9％ 1 .8人 5.8％． 28人 9.3％

6年以上～7年未満 7人 3.4％ 12人 5.6 16人 5.2％ 22人 7.3％

小計5年以上～7年未満 21人 10.2% 33人 15.5% 34人 11．0% 50人 16.7%

7年以上～8年未満 18人 8.8％ 12人 5.6％ 21人
■ ●

6.8 23人 7.7％

8年以上～10年未満 1 1人 5.4％ 7人 3.3％ 17人 5.5％ 19人 6.3％

10年以上 5人 2.4％ 7人 3.3 29人 9.4％ 16人 5.3％

小計7年以上 34人 16.6% 26人 12.2 67人 21.7% 58人 19.3%

小計5年以上 55人 26.8％ 59人 27. 101人 32.7％ 108人 36.0％

計 205人 100.0% 213人 100.0% 309人 100.0% 300人 100．0%
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現 実 〔合格枠制〕

無制限枠

(506人）

制限枠（3年）

(195人）

(露制限枠優先）

昭和50年度

（参考）
現実 〔合格枠制〕

無制限枠

（506人）

制限枠（3年）

(195人）

(無制限枠優先）

昭和50年度

（参考）

(注） 1 昭和50年度の合格者に関するデータは， アンケート飼査の結果に基づく ． 実際の受験回数である。

2 平成2年度の合格者に関するデータは． 昭和58年度以降初めて受験した時から合格
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八司法試験制度改革に関する法曹三者協議の経緯

昭和6 3年1 2月1 9B

司法試験制度改革問題を法曹三者協議会の議題とするこ
とを決定，協議開始

同日より, おおむね月一回の割合で協議会が開催され，
司法試験改革の必要性，改革の方向等について法務省が説
明， これに関して協議

1

平成元年1 1月2 0B (第1 1回三者協議会）

法務省が「司法試験改革の基本構想」を提示
（別紙l)
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平成2年7月2 5日 （第1 9回三者協議会）

日弁連から， いわゆる検証等に関する提案
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平成2年1 0月1 6B (第2 2回三者協議会）

「司法試験制度改革に関する基本的合意」が成立
（別紙2）
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別紙 1

吉丁 7去言式層実需I」 屋乏己文革cつ去圭 二本こ オ篝充貝

平成元年11月20日

法 務 省

法曹三者それぞれに優れた人材を十分に確保し， これを通じて国民に対して， 量的に

も， 質的にも一層充実した法的サービスを提供し， 国民の法曹三者に対する負託と信頼

に応え得るものとするため， 司法試験制度に関し， 当面緊急に以下の改革を行う・

第1 改革の基本的方向

現行の司法試験に比べて， より多くの者がより短期間に合格し得る試験とする。

第2 改革の具体的内容

l 制度上の改革

(1) 司法試験第二次試験について， 下記の各案のいずれかを実施する。

〔甲] a 司法試験第二次試験は， 初めて受験した年から5年以内に限って受験

することができる。ただし， 上記制限期間内の最後の試験において筆記

試験に合格し， 口述試験で不合格となった者は， 更に次回の口述試験に

限り受験することができる。

b 上記制限の範囲内において不合格となった者は， 最後に不合格となっ

た試験の年から5年間経過すれば， 再度上記aと同様の制限の範囲内で

受験することができる。

〔乙〕論文式試験及び口述試験の合格者を決定するに当たり， 当該試験の合格者

数の1 0 0分の8 0以上に相当する数（最終合格者数約5 6 0人）を初回受

験から5年以内の受験者から決定し， その余の合格者（同約1 4 0人）は初

回受験から6年以上の受験者から決定することとする。ただし， 後者の合格

最低点は前者の合格最低点を下回ることができないものとする。

〔丙〕論文式試験及び口述試験の合格者を決定するに当たり， 当該試験の全受験

者からその者の受験回数にかかわらず全合格者数の1 0 0分の7 0に相当す

る数（最終合格者数約5 0 0人）の合格者を決定し， その余の合格者（同約

2 00人）を初回受験から3年以内の受験者から決定することとする。

（なお， 上記各案の基準となる受験歴は， 当然のことながら新制度実施前のもの

は対象とならない。 ）

（2） 教養選択科目を廃止する。

2 合格者数

上記’ (1)の改革に伴い最終合格者の数を7 0 0人程度に増加させるものとする。

3 運用上の措置

上記改革に伴い， 運用上所要の措置として， 例えば， 短答式試験の成績通知等

を実施する。

「
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第3 継続的検討事項等

1 司法試験と大学における法学教育をよりよく結びつけるため， 例えば， 受験実

績に基づく大学推薦制等の方策につき， 検討を継続する。

2 この改革の効果が明らかとなった段階で， これを検証しつつ， 将来の改革の要
.､

否について更に関係者間で協議を行うこととする。

二一号一三一琴＝君＝←＝＝＝＝凸一一二ヱーミマ『一望一二ざ一二 ､一一

↓三一＝E一L ，一二.一'2＝ず岸異奉男＝-0罠要聖堂亡T2＝字一壱 里ぞ,胃
一
一
一
》
一

一一

一
一
一
一

一
一
一

」

一

｛

一

一

一
一
鍔
一
一

一
一
一一華一

一
一

一
一
一
一

↑

■

一

一
》

一

一

』

之

一
ぞ
一

一喬伊一室

『
」
一
一
一

云

一

一
一
一

一

一

一

畠

郡

一
一
］

一
一
一

－－一一一一一一1－ーゴューー■一考‐一

一
塁一

雲
一
一

一

一
一・．一一・Ｆ

一
↑
・

’
一

一
》
一
一
七

一
一
一
》

」
電
‐

一
画
内
Ｄ
』

』癌一一

一
一
》
一
一
一

一
《
塚
二

拍
一
帝
一
一

一
一
一
一
一

一
眼
一
一
一

言
圭
一

一

一

一
寺
曲
一

豊
御
一

一
一
澆
一

一

一

一

一

一

坪

》

Ｊ

エ

一

一

Ｆ

子

一

《

一

二

缶

一

一
一
一
一
一
一

一
辛
・
一
一一

弐
一
錨等

一
一
０
一
一一一一一、

》
一

二

一一》
一
一
言■



? F一一

奄

一

凸

串

Ｆ
■
圭
評
一

〕
一
一
一

」
一
一
戸
』

=－面→■｡■■凸一一 B今一一■ ロ ーローー

凸 宇 q u■ ■寺今一一＝→一b孔■■岩＝■

－．、一一一,一・■

一
一

罫
一
品

四
一
一

跨
宇
』

》
一
一

一
軸
↓

當
冬
》
暉
一

－
４
』

一

一

二L土 旦一一一.ﾛ.＝呂i f･一ユーー中 画画 一

＠ fj

別紙 2

司法試験制度改革に関する基本的合意

1 9 9 0 . 1 0 . 1 6

法曹三者は， 司法試験制度改革について下記のとおり基本的に合意し， さらに細目につ

き協議を続けるものとする。

この基本的合意は， 法曹三者の信頼と互譲に基づいて成立したものであるから， 合格者

の数並びに検証基準の適用等， 合意内容全般の実施にあたっては， 三者の信頼と良識に基

づいて行うものとする。

第1 改革協議会について

法曹三者は， 司法試験制度の抜本的改革を実現するために法曹養成制度等改革協議

会（仮称）を設置することとし， その性格, 構成， 協議事項， 発足までの手続， 日程

等について協議を行い， 遅くとも今次改革に必要な法令の改正が完了後直ちに第1回

の協議会が開催されるようにすることとする。

第2 司法試験の運用改善について

(1) 法務省は,司法試験の運用改善方策に関して日弁連内で検討されている意見につ

いて今次三者協議においてできるだけ論議を尽くしたうえ， 相当と思われる改善策

については， これを司法試験第二次試験運用等検討小委員会に伝達するなど， その

実現に向けて努力する。

（2） 法務省は, 特に下記の事項については早急な検討が必要であると考え， その旨司

法試験管理委員会， 及び司法試験考査委員会議に伝達する。
■■

１
１

ア 大学法学教育の実情及び受験生の実情を考慮して， 司法試験の出題及び採点が

司法試験法6条5項の精神により良く合致したものとするための継続的検討

イ 短答式試験の成績通知等， 受験生に対するより多くの情報提供

ウ 最終合格者の増加に伴う短答式試験合格者数の増加

第3 合格者の増員及び検証等について

I 合格者の増員

合格者は平成3年から6 0 0人程度に増加させ, 平成5年からは7 0 0人程度に

する。 （合格者の増加数は， 平成3年から7年までの間に合計9 0 0人以上となる

ことを目途とする。 ）

2 検証等について

(1) 検証と丙案の実施

ア 検証期間は， 平成3年から5年間とし, 期間中各年ごとに検証を行い， 平成

7年の試験終了後速やかに丙案実施の可否について決定する。

イ 丙案による合否判定を行う場合には， 平成8年以前の受験（新制度発足前の
心

ものは除く ）を考盧するものとする。

（2） 検証基準

平成7年の検証時点で以下のア及びイのいずれにも該当する場合には， 平成8

年から丙案による合否判定を行うことはしない。

ア 平成7年の試験において， 次の要件の一つが満たされていること。

a 合格者のうち初回受験から3年以内の者（以下「 3年以内合格者」 とい

う）が3 0％以上であること。

b 合格者のうち初回受験から5年以内の者（以下「 5年以内合格者」 とい

’

0

一
ヰ

争

袴
一
『
一琵
・

『
一

》
一
一
一一
一
一



＝＝=＝一室＝－壼壼一=一＝二扇一一~….一“.- ‐~~-

１

‐

。

、

０

Ｊ

グ

０

７

（
〕r､

、_/

う）が6 0％以上であること。

イ 平成8年以降において上記アのa又はbの数値が安定的なものであり， かつ
上昇する傾向が見定められ， 数年の後に3年以内合格者が40％程度又は5年
以内合格者が7 5％程度になることが見込まれること。
この予測に当たっては， 次の指標を含む受験者， 合格者の変化に関する指標を
客観的に分析し, 三者の認識を一致させることとする｡
a 新規受験者数の変化

b 受験者の受験断念状況の変化
c 3年以内及び5年以内合格者の割合の変化

第4 見直し

平成12年の試験終了後に, それまでの検証結果に基づき， その間に行われた試験
方法をその後も継続するべきか（丙案が実施されている場合にはこれの廃止も含む）
他の方法を採るべきかを協議することとする。
第5 抜本的改革との関係

上記第3の2の(1)のア， 第4の期間中にも改革協議会において抜本的改革に関する関
係者の合意が得られた場合には, その時点でこれを実施するための措置を直ちに採る
ものとする。

第6 司法試験管理委員会の運営等について一． ． ．“塵へ全,e重T‘口睾冨今'八晦強左つかさどるに当たり， 日弁連推薦委員が

、

l 法務省は，司法試験管理委員会の庶務をつかさどるに当7こり， ロブr＝､睡
日弁連を代表するものであることに十分配慮するものとする。

‐ ‐‐‐△－－＝＝△､ ,ｧ､左、古,言ついては， 改革協議会において協議する 0
2 司法試験管理委員会の在り方については，
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